
◇第五次千葉県障害者計画策定についての御意見・御提案 

 

○重度の身体障害のある人が、各福祉や看護系の大学・専門学校にて、非常勤講師等

として就労し、勤務できる環境作り(送迎確保も含む。送迎が困難な場合は、イン

ターネットを活用し、自宅と学校を web カメラなどを使い、講義などができるよ

うにする) 
 
○県内全体の障害福祉サービスを事業としている、社会福祉法人や各事業の役員など

に、重度身体障害のある人を役員や第三者委員などとして参画させ、就労の場とす

る(送迎確保も含む)。 
 
 

※ 別紙等を添付いただくことも可能です。 
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佐藤 尚美 
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2.視覚障害者の就労支援の在り方の検討 
【理由】①視覚障碍者は独立してマッサージなどの治療院を開き、自立をしたいと 

考えている人が多い。  
    ②マッサージ開業、情報機器音声化ソフト会社設立、介護事業所設立など、

独立を志向する人が多い。  
⇒ 開業サポートが必要。  

 

 
  



◇第五次千葉県障害者計画策定についての意見・提案 

 
氏 名 
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刑部 行典 

（千葉県特別支援学校校長会） 

  

  
・病弱教育において、高等部３年生の進路を大事にしたい。 
 役場就職を希望していたが体が弱いので採用に結びつかなかった人がいた。 
 福祉や医療と連携しながら進路指導を行わなければならない。  

 


